
（様式第７号） 

平成 27 年度 事業報告書 

コース 自主事業コース ・ 協働市民提案コース ・ 協働行政提案コース 

事業の名称 市民が「考えて・支えて・創る・外出支援」応援団(実践編) 

実施団体名 特定非営利活動法人かめかめ福祉移送 

市担当課名  市民活動推進課 

総事業費 ２８６，９６０円 市の負担額 １７１，０００円 

① 事業の概要 ＊事業の全体像を簡潔に記入してください。 
バス路線の廃止等に伴い生活交通や福祉交通の移動手段が確保できていない 

地域で、最適な移動サービスを「考え・支えて・創る」ための、移動サービスの種類・移動サービスの実態・移動サー

ビスの制度・移動サービスの実践事例・移動サービスの立ち上げ等を出前講座や研修会及び実証運行の実施を通して、

住民が自ら住み慣れた地域での移動問題を解決するしくみを応援する、 

②事業の成果 
 ＊「平成 27 年度事業申込書の⑥事業の成果」がどのくらい達成されたかを記入してください。また，実施した事業の

詳細は「⑤事業実施記録」に記入してください。 

 

移動問題を抱えている地域住民に移動サービスの支援をすることで、 

地域住民の自らの、移動サービスの企画立案や移動サービスに特化した団体設立や事業企画の具体例 

の出現による成果としますが。主体となる市民、町内会をコアとする団体が団体設立や事業企画の機運に至る 

までに達していないが、到達までのアプローチに至る為の出前講座や実証運行の実施は計画通り成果を達成している 

 
＊事業の成果を自己評価すると何点になりますか。計画通りであれば 100 点とします。 

 なお，想定を大きく上回る成果を得ている場合は 100 点を超える点数を記入してください。 

③事業の課題 ＊事業を実施する中で浮上してきた課題を記入してください。 

 

地域、住民、町内会等の出前講座の拡大は順調に推移している。事業の 2 年度に入り、活動が 
地域ケア会議等で話題になり始めたこともあり、移動問題の課題が議論されるようになってきた、 
また、活動の普及に関係団体で高齢者支援センターや地区社会福協議会の協力を得ることができるよう

になったことで今後の活動推進の勢いが期待できる。 
 

 

点 80 



（様式第 8 号） 

⑤事業実施記録 ＊実施した事業の詳細を記入してください。 

実施日時 実施内容 実施場所 
従事者の人

数 

受益対象者の範

囲及び人数 

7 月 9 日(木) 

19.30～21.30 

玉島穂井田地区「憩いの家」出前講座 

1.憩いの家の参加者を対象の出前講座 

玉島穂井田 

「憩いの家」 

1 名 穂井田「憩いの

家」参加者 13

名 

7 月 26 日(日 ) 

10.00～11.30 

移動ボランティア「乙島らんらん」 

実証運行説明会 

運行内容の説明 

玉島乙島小学校区 

コミュニィティハ

ウス 

2 名 乙島地区住民 

役員 21 名 

 

8 月 5 日(水) 

14.00～15.00 

地域の移動手段お悩み学習会 

倉敷医療生活協同組合富田支部の会員を 

対象に移動サービスの仕組みの出前講座 

玉島北公民館 1 名 玉島富田地区住

民及び会員 9 名 

9 月 16 日(水) 

13.30～15.00 

 

出前講座 

1. 移動ボランティア「乙島らんらん」

の 

実証運行の説明会 

玉島乙島大平公会

堂 

1 名 乙島地区住民 

担当役員 12 名 

 

11月 11日(水 ) 

10.00～12.00 

出前講座 

2. 移動ボランティア「乙島らんらん」

の 

実証運行の説明会 

   

玉島乙島小学校区 

コミュニィティハ

ウス 

1 名 乙島地区ケアマ

ネ・民生委員 

他 15 名 

12 月 2 日 

14.00～15.00 

出前講座 

「福祉有償運送と外出支援」 

 玉島中部地区ケアマネージャー交流会 

玉島中部高齢者支

援センター会議室 

1 名 玉島中部高齢者

支援センター 

ケアマネ・職員・ 

8 名 

2 月 7 日(土) 

13.30～16.30 

第 2 回市民が「考えて・支えて・創る・

外出支援」公開シンポジウム 

基調講演・団体活動報告 

倉敷市玉島市民交

流センター 会議

室 

12 名 参加者 37 名 

 



（様式第 9 号） 

 

収支精算書                                    

（収入の部）                             （単位：円） 
項  目 予算額 収入済額 主な収入の内訳 

受益者負担 
（参加費，受講料など） 40,000 12,600 実証運行ガソリン代 

会費からの繰入金 59,000 103,360  

そ の 他 80,000 0  

市補助金 171,000 171,000  

合  計 350,000 286,960  

 
（支出の部）                             （単位：円） 

区

分 項  目 予算額 支出済額 主な支出の内訳 

経
費
①
（
対
象
経
費
） 

人件費（団体会員に支

払うもの，交通費を含む） 
19,000 27,012 実証運行運転者報酬 

※上限：対象経費の１割 
人件費（団体外部に支

払うアルバイト代等） 
0 0  

謝 金 
（講師等に支払うもの） 60,000 89,096 セミナー講師謝礼 

旅費交通費 
（講師等に支払うもの） 40,000 41,560 講師交通費 

消耗品費 10,000 29,220 出前講座 

印刷製本費 40,000 62,966 講座テキスト・案内パンフ 

通信運搬費 6,000 12,280 切手・電話 

保険料 0 1,000 イベント保険 

使用料，賃借料 15,000 5,908 レンタル機器・会場使用料 

委託料 0 0  

手数料  1,080 振り込み 

小計 190,000 270,122  

経
費
②
（
対
象
外
経
費
） 

報償費・人件費 20,000 16,838 出前講座，実証運行運転者報酬 

食糧費 60,000 0  

その他 80,000 0  

小計 160,000 0  

合 計 350,000 286,960  

（記入上の注意） 
※ 予算額は申込み時に提出した様式第３号の内容を記入してください。 

  


